
南 東 北 春 日

す
る
か
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

★
感
染
し
て
い
る
人
は
調
理
は
し
な
い
。

　

感
染
し
た
人
が
調
理
し
た
場
合
、
そ

の
調
理
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ

り
他
の
人
に
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
調
理
作
業
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
症
状
が
お
さ
ま
っ
て
も
1
週
間

程
度
は
ウ
イ
ル
ス
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

調
理
前
は
き
ち
ん

と
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

人
の
小
腸
粘
膜
で
増
殖
す
る
ウ

イ
ル
ス
で
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で

も
発
症
し
感
染
力
の
非
常
に
強
い

ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
人
の
手
な
ど
を
介

し
て
、
口
に
入
っ
た
と
き
に
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
人
か
ら
人
へ
の
感
染

　

感
染
し
た
人
の
便
や
嘔
吐
物
に

は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
お

り
、
ウ
イ
ル
ス
が
手
な
ど
を
介
し

て
口
に
入
っ
た
場
合
。

②
食
品
か
ら
人
へ
の
感
染

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

二
枚
貝
（
カ
キ
な
ど
）
を
生
ま
た

は
不
十
分
な
加
熱
で
食
べ
た
場
合
。

③
人
か
ら
食
品
、
食
品
か
ら
人
へ

の
感
染

　

感
染
し
た
人
が
十
分
な
手
洗
い

を
せ
ず
に
調
理
し
た
食
品
を
食
べ

た
場
合
。

★
嘔
吐
物
の
処
理

　

嘔
吐
物
は
速
や
か
に
片
付
け
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
部
屋
を
換
気
し
手
袋
・

マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
す
。
嘔
吐
物
を

広
げ
な
い
よ
う
に
新
聞
紙
等
で
ふ
き

取
り
、
ふ
き
取
っ
た
後
を
熱
湯
や
塩

素
系
消
毒
剤
（
ハ
イ
タ
ー
な
ど
）
で

消
毒
し
ま
す
。
ふ
き
取
っ
た
新
聞
紙

や
雑
巾
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
き

ち
ん
と
口
を
し
ば
っ
て
捨
て
ま
す
。

処
理
を
し
た
後
は
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

★
嘔
吐
物
や
便
が
衣
類
に

つ
い
て
し
ま
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
洗
濯
し
な
い
場
合
は
衣
類

を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
口
を
し
ば
っ

て
お
き
ま
す
。
洗
濯
す
る
前
に
85
℃

で
1
分
以
上
熱
湯
消
毒
す
る
か
、
塩

素
系
消
毒
液
に
浸
し
ま
す
。（
た
だ

し
塩
素
系
消
毒
剤
は
色
お
ち
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
消
毒
後
に
他
の
も
の
と

分
け
て
最
後
に
洗
濯
し
ま
す
。

★
ま
め
に
手
洗
い
を
行
う
。

　

タ
オ
ル
は
共
用
せ
ず
、
個
人
ご
と
に

すべては患者さんのために
院  是
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　ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
お
こ
る
感
染
性
胃
腸
炎
は
年
間
を
通
し
て

発
生
し
ま
す
が
、
冬
場
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
学
校
な
ど
集
団

生
活
の
場
で
大
規
模
な
流
行
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
か
？

今
月
の
目
次

家
庭
の
医
学

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
ご
案
内

○
○
○
○
○

○
○
○
・
編
集
後
記

ページページページページ

～もし家族が感染した場合～

①
手
洗
い
が
最
も
重
要
で
す
。
ト
イ
レ

の
後
、
調
理
す
る
前
、
食
事
前
に
は

必
ず
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
十
分
に
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
カ
キ
な
ど
の
二
枚

貝
を
調
理
す
る
時

に
は
中
心
部
ま
で

十
分
に
火
を
通
し

ま
し
ょ
う
。

◎
症
状
と
治
療
◎

潜
伏
期
間
は
1
～
2
日
と
短
く
、
症

状
は
激
し
い
嘔
吐
や
下
痢
が
特
徴
で
す
。

腹
痛
や
37
℃
程
度
の
発
熱
が
み
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
続
く
期
間

は
1
～
2
日
程
度
と
短
期
間
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
感
染
性
胃
腸
炎

は
、
特
別
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
処
療
法
が

行
わ
れ
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
で
は

下
痢
や
嘔
吐
に
よ
る
脱
水
症
状
を
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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病
院
に
写
真
展

病
院
に
写
真
展

か
ら
だ
元
気
に
音
楽
体
操

南東北春日リハビリテーション病院
介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター

11
月
4
日
㈮
老
人
保
健
施
設
の
皆

さ
ん
と
職
員
が
一
緒
に
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
動
作
を
行
う

「
音
楽
体
操
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

星
の
形
を
手
で
表
す
キ
ラ
キ
ラ
、

楽
し
い
気
持
ち
を
体
で
表
す
ラ
ン
ラ

ン
、
手
を
グ
ー
に
胸
の
前
で
く
る
く

る
、
楽
し
げ
な
体
操
を
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
覚
え
た
後
に
、
音
楽
ス

タ
ー
ト
！

ゆ
か
い
な

曲
に
合
わ

せ
て
体
を

動
か
し
て

い
き
ま

す
。
繰
り

返
す
う
ち

に
動
作
を

覚
え
て
き

た
せ
い

か
、
皆
さ

　

当
院
外
来
前
に
見
事
な
写
真
が
飾

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
老
健
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用

し
て
い
る
芳
賀
さ
ん
の
作
品
で
す
。

芳
賀
さ
ん
は
過
去
に
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
に
入
選
す
る
腕
前
で
す
。
芳
賀
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
展
示
す
る
場
所
と
機
会

を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
見
て
、

励
ま
し
に
な
っ
て
も
ら
え
る
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
す
。

—

私
は
、
平
成
21
年
9
月
7
日
に

脳
梗
塞
を
発
症
し
、
右
上
肢
機
能
全

廃
、
右
下
肢
機
能
の
著
し
い
障
害
に

な
り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
後
藤
先
生

を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
好
き
な
写
真
、
盆
栽
、
庭
木

や
草
取
り
が
出
来
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
看
護
の
お
か
げ
で
す
。

　

私
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
て
お

り
、
普
通
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
に

比
べ
れ
ば
、
健
康
な
人
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
や
れ
ば
出
来
な
い
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
な
い

と
思
う
の
で
な
く
、
自
分
の
体
は
自

分
で
で
き
る
限
り
守
り
つ
つ
、
家
族

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
中
で

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
５
分
で
も
、

10
分
で
も
…
少
し
で
も
や
っ
た
ほ
う

が
自
分
の
人
生
の
た
め
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
。

　

本
当
に
、
こ
こ
ま
で
自
分
の
趣
味

を
行
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
家
族
や
友

人
、
写
真
屋
さ
ん
と
の
良
い
絆
が

ん
の
表
情

も
笑
顔
に

な
り
、
動

作
も
の
び

の
び
と
大

き
く
な
っ

て
き
ま
し

た
。
皆
さ

ん
の
中
で

特
に
元
気

に
体
を
動

か
し
て
い
た
方
は
「
楽
し
い
曲
だ
か

ら
体
を
動
か
す
の
も
楽
し
い
」
と
笑

顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
と
冬
が
近
づ
き
寒
さ
が
し
み

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
を

元
気
に
動
か
し
寒
さ
に
負
け
な
い
よ

う
に
体
操
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
い
け
た
ら
よ
い
と
思

い
ま
す
。

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

家
族
は
、
妻
と
３
歳
の
ひ
こ
孫
が

「
山
に
行
く
と
花
が
咲
い
て
い
る
か

ら
…
」、「
夕
日
が
き
れ
い
だ
か
ら
…
」

な
ど
季
節
に
も
合
わ
せ
て
、
一
緒
に

写
真
を
撮
り
に
行
こ
う
と
誘
っ
て
く

れ
ま
す
。
良
い
家
族
が
い
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
。

　

友
人
は
、「
今
日
は
ど
こ
ま
で
行
こ

う
」
と
話
を
し
て
く
れ
、
家
ま
で
迎

え
に
来
て
、
夕
方
は
自
宅
ま
で
送
っ

て
く
れ
ま
す
。
良
い
友
達
が
い
て
く

れ
て
幸
せ
で
す
。

　

写
真
屋
さ
ん
は
写
真
を
見
て
、

色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
す
。

　

周
り
の
方
々
の
ご
協
力
や
手
助
け

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
ま
で
写

真
を
撮
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
元
気
に
音
楽
体
操

日　時●平成24年１月28日（土）
　　　　14時～15時30分

テーマ●「病気にならないために」
　　　　☆健康教室茶話会☆
　　　　　～健康についての意見交換会～

講　師●看護管理マネージャー
　　　　菊池　富士子（看護師）

その他●健康チェック
　　　　○骨密度　○血管年齢
　　　　○血圧　　○体脂肪測定

※テーマが変更になる場合があります。ご了承ください。

市民健康教室の
お知らせ
 地域の皆さんを対象とし
た市民健康教室を開催し
ます。参加希望の方は会場
までご案内しますので、当日
受付にてお声をかけくださ
い。たくさんの皆さんのご参加をお待ちし
ております。参加費は無料です。 
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介護保険サービスの種類について介護保険サービスの種類について
　介護保険を利用する在宅のサービスの中に訪問看
護があります。
　訪問看護は訪問看護ステーションなどから専門の
看護師等が利用者様のご自宅を訪問し病状や療養生
活を看護の専門家の目で見守り、適切な判断に基づ
いたケアとアドバイスで、24時間365日対応し利
用者様が在宅で安心して療養生活が送れるように支
援します。
　訪問看護ステーションからは看護師、准看護師、
保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士が訪問することができます。
訪問看護のサービス内容として
・療養上のお世話…
身体の清拭、洗髪、入浴介助、食事や排泄等の介
助、指導

・病状の観察…
病気や障害の状態、血圧・体温・脈拍等のチェック

・在宅でのリハビリテーション…
　拘縮予防や機能の回復、嚥下機能訓練等
・床ずれの予防・処置…
　床ずれ防止の工夫や指導、床ずれの手当て

・ご家族等への介護支援・相談…
　介護方法の指導の他、さまざまな相談に対応
・介護予防…
　低栄養や運動機能低下を防ぐアドバイス
・主治医との連携…
　利用者様の状態に応じて、必要時に主治医との連
携をはかります。また、医療保険を利用して在宅酸
素や人工呼吸器などの医療機器の管理や、がん末期
や終末期を自宅で過ごせるよう医師の指示のもと援
助を受けることができます。
　介護保険を利用する場合は担当ケアマネージャー
と相談し居宅サービス計画に訪問看護を組み入れ、
ご本人に合った利用が行なえるようにします。

まうことが原因と言
われています。もし、
外出や散歩が難しけ
れば、窓を開けて外
の空気を吸いながら、
軽い体操をすること
からはじめてみても
良いと思います。そ
して、家族や近所の方と会話をすること、共通の趣
味をもった人と交流を図る等のコミュニティを作る
ことも、認知症予防に有効です。また、家庭の中で
簡単な役割をもつ事も認知症にとても役立つリハビ
リです。料理や洗濯が難しければ、身の回りの掃除
や植物への水やりを行うだけでも良いでしょう。
　何事も無理に行わず、自分に合った方法で「生き
る楽しみ」「生きがい」をみつけていきましょう。

認 知 症 に つ い てリハビリコー
ナー

　今回のテーマは認知症です。一口に認知症と言っ
ても様々な種類がありますが、今回は主にアルツハ
イマー型認知症に対する予防・リハビリについてお
話させていただきます。
　認知症を予防する為に効果的といわれている代表
的なものとして、簡単な計算問題を解く、音読する、
新聞を読む、日記をつけるなどの頭の体操が挙げら

れます。しかし、頭だ
けでなく体も動かすこ
とが大切です。外出を
しなくなり家に引きこ
もるようになると、認
知症の発症率は大きく
上がります。この場合、
家族や社会から孤立し、
強い孤独感を感じてし

訪問看護の利用について相談

利用をご希望の方 ケアマネージャー

訪問看護ステーション かかりつけ医

依頼

指示書

依
頼訪

問



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

東
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迦
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●GS

●いちい

●ロックタウン

カワチ●

東
北
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道

東
部
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須賀川
I.C 翠ヶ丘

公園

■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　春日リハビリテーション・
　ケアセンター

ホームページアドレスが変わりました

健 診禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

診療科
■外来診察担当医表 （予定）　12月より形成外科・皮膚科の診療日が水曜に変更になりました。

診療時間
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午後1：30～  4：00
午後1：30～  4：00
午前8：30～12：30

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

小林 奈美江

後藤 恒夫

火
大越 透
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

北原 正樹
後藤 恒夫

木
大越 透
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

土
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

眼科
形成外科 ・ 皮膚科

リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・
言語聴覚療法

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

南 東 北 春 日

編 集
後 記

　気が付けば、もう１２月。あと少しで２０１１年も終わりですね。１２月は“師走（しわす）”
と呼ばれ、その由来は「僧侶が仏事で走り回る忙しさから」いとう、平安期からの説
があります。僧侶だけでなく私たちも年末の大掃除や新年の準備にと大忙しですよね。
　新年の準備と言えば年賀状もそのひとつ。最近は新年の挨拶をメールで済ませて
しまうことが増えてきたようです。私もここ数年はメールが多くなりました。でも、
お正月に年賀状が届くとうれしくなるものです。私も今年は年賀状を準備して送っ
てみようと思います。

南東北春日リハ・デイ石川のご紹介南東北春日リハ・デイ石川のご紹介

　平成２４年１月４日（水）に開設予定の通所介護（デイ・
サービス）について簡単にご説明致します。
　まずは、施設の名前ですが「南東北春日リハ・デイ石川」
という名前です。
　当事業所には２つの大きな特徴があります。
　１つ目の特徴は、「元旦を除く３６４日営業（日曜日や祝
日も営業）」です。
　サービス内容の内訳と致しまして、入浴サービスと、食事
サービスがついている「１日コース」と入浴・食事がなくリハ
ビリだけを短時間で実施できる「半日コース（午前コース・
午後コース）」があります。１日コースの１日あたりの定員
は２０名で、半日コースの定員は５名となっております。
　２つ目の特徴と致しまして、当院（南東北春日リハビリテー
ション病院（須賀川））と同様に、作業療法士・理学療法士等の
リハビリの専門職がリハビリを提供するという事です。
　自宅から通いながらリハビリや入浴、食事などのサービ
スを受ける事が出来るというサービス事業所は一般的に
「通所リハビリ（デイ・ケア）」と「通所介護（デイ・サービス）」
の２種類です。
　現在、南東北春日リハビリテーション病院の１階と２階に

それぞれ設置されているのは「通所リハビリ（デイ・ケア）」
です。
　本来、リハビリの専門職種がリハビリサービスを提供し
ているのは「通所リハビリ（デイ・ケア）」ですが、今回、石川
町に開設する事業所である「通所介護（デイ･サービス）」
で、専門職がリハビリを提供できるというのは非常に珍し
く、大きな特徴です。
　今後は利用者数の増加に伴って利用者定員も増やして
いくようになります。
　石川町という新天地で事業所を開設していくにあたり、
「南東北」の名に恥じぬよう、地域全体に密着し、地元に末
永く根付いていけるような事業所作りに、我々スタッフ一
同精一杯努力し、日々
精進してく所存です。
　なお、「南東北春日
リハ・デイ石川」に関し
てのご相談・ご質問等
ございましたら、準備
室の佐藤までご連絡
いただければ幸いか
と存じます。

平成24年1月4日




